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        本書を読むことで分かる４つのこと


本書を読んであなたが得られる未来が一つあります。


それは、「スマホを使って、収入を得られる」という事です。


そして、本書に記載してある内容を実践していただくと、毎月好きなだけの収入を得ることができるだけでなく、欲しいものを買い、好きな人と時間を共有し、趣味にも沢山のお金と時間をかける事ができます。


つまり、あなたは以下の４つのメリットを短期間で得ることになります。


①　スマホを使った副業が始められ、自在にお金を稼ぐ事ができる


②　共通の趣味を持った仲間を集め、有意義な時間を過ごせる


③　お金がかかると我慢してきた趣味に、気兼ねなく費用をかけられる


④　自分の時間ができる様になり、自由気ままな人生を送る事ができる


これらのメリットは本書のノウハウを実践する事によって、誰でも手に入れられる可能性があります。


しかも、難しい知識やスキルも特に必要とせずとも、やり方さえ知ってしまえば、実践可能な方法です。


本書では、インターネットに詳しくない方でもわかり易く、かつ実践しやすい内容で解説しておりますので、楽しみながらお読み頂ければ幸いです。


    
        【第1章】なぜスマホ一台で稼ぐ事ができるのか？


はじめまして、猪飼（いかい）と申します。


本書を手にとっていただき、誠にありがとうございます。


本書では、スマホ一台で収入を得られる方法だけでなく、共通の趣味を持った仲間達と楽しく暮らしていくメソッドをお伝えしていきます。


現代は、多種多様な物とサービスで溢れています。


今や自分が欲しいなと思った物は、探すと必ずどこかで売られていて、それが欲しければスマホからワンタップで購入することが可能です。


それに伴って、趣味一つ取っても、沢山のジャンルがあり、更にその趣味も細かく細分化される時代となりました。


本書を読まれているあなたも、何らかの趣味はお持ちだと思います。


スポーツ、音楽、ダンス、読書、旅行、アート、映画、美容　…　etc


趣味という分野も幅広いので、いくつもの趣味をお持ちの方もいるかもしれません。


もちろん、たくさん趣味がある方は、複数の収入の柱を得られる可能性があります。


あとはスマホ一台を使うだけで、誰でも簡単にプチビジネスが行えます。


今まで趣味といえば、多少なりともお金がかかるもの。


ひと昔前で言えば、道楽という言葉もあったぐらいです。


もちろん、趣味の中にはたくさんお金がかかるものだけでなく、全くお金がかからないものもあるでしょう。


もしかしたら、誰からも共感されることなく、冷ややかな目で見られる趣味などもあるかもしれません。


ですが、今の時代は、誰もがスマホなどで瞬時にインターネットへアクセスできます。


ネットを介せば、共通の趣味を持った方といとも簡単に繋がる事も可能です。


趣味にお金がかかる、かからないは別として、共通の趣味を持っている人間が一人もいないという事はまず無いと思います。


そして、ここ数年で、趣味はお金がかかるものという概念さえも、ガラリと変わってきているのです。


最近は、ネットを使った情報発信やオンラインのコンテンツ販売などで、趣味はお金を浪費するものではなく、お金を得られるものへと変わってきています。


一つ例を挙げると、今新しい職業として、YouTuberなる方々がインターネットの世界で大きく話題となっています。


自分の好きな事をスマホで撮影して、それをYouTubeに公開して広告収入を得る方法です。


女性ならメイク、美容関連のオススメや、実践テクニックなどを撮影してみたり、男性なら筋トレやネタ系動画などを自撮りで公開したり、更にはセミナー動画やノウハウ解説などをしている人達もいます。


その方たちは、動画が何十万回、何百万回と再生される事で、自分自身にファンを集めて、色々とビジネスを展開していく形をとっているのです。


これはあくまでも、趣味を副業にした一例に過ぎませんので、あなたにYouTuberになってくださいと言っているわけではありません。


スマホが普及した事により、新しい副業も無数に生まれているという事です。


本書をしっかりと熟読する事で、あなたにもスマホ一台でお金を得られるスキルが手に入れられます。


    
        【第2章】スマホでお金を稼ぐ５つのステップ


スマホで商品を作ろう


ここでは、スマホを使ったプチビジネスでお金を稼いでいく方法を説明します。


プチと言ってもビジネスををするからには、まずは商品が無ければ始まりません。


あなたは売る物なんて無いとお思いかもしれませんが、趣味を商品に変えることで、誰にでも売る物はできてしまいます。


しかも、一切在庫をかかえる事なく、赤字にならない方法です。


それは、オンラインコンテンツというものです。


あまり聞き慣れない言葉かもしれませんが、簡単に説明しますと、商品の売り手と買い手が、インターネット上で、データのやり取りのみで売り買いができる商品の事です。これをオンラインコンテンツと呼びます。


わかりやすい例えを出すと、音楽のダウンロードや電子書籍などがあります。


昔は好きなアーティストの音楽を聞こうとしたとき、CDショップにCDを買いに行くのが当たり前でした。


しかし今では、スマホから簡単に好きなアーティストを検索でき、CDの十分の一以下の値段で買えてしまいます。


電子書籍はご存知のとおり、Kindleなどで販売されているE-BOOKなどがそれに当たります。


これから全てデータをダウンロードする事で、お客さんへ価値を提供する商品となっています。


つまり、オンラインコンテンツというのは、インターネット上で見たり、聞いたり、読んだりする事で、お客さんが価値を感じる事のできるデータという事になります。


これらオンラインコンテンツは、一度商品として作ってしまえば、無限に複製する事ができてしまい、そして在庫を抱える心配も皆無です。


そもそもオンラインコンテンツというのは、何から構成されているのかというと、文章、音声、動画、画像、もしくはこれらを組み合わせて作られています。


そして、そのコンテンツを商品として作成し、販売していくわけなのですが、商品の作成は、あなたの好きな趣味をテーマにして作っていく事ができます。


あなたの得意ジャンルの分野をノウハウにしたものでも良いですし、実際に体験した経験談や失敗談などでも良いです。


また、書評やまとめ記事、インタビューなども喜ばれるオンラインコンテンツの一つになります。


それではまず、制作の具体的な方法をお伝えしていきます。


オンラインコンテンツの制作には、費用がかからないのがとても大きなメリットです。


大掛かりな機材や高価なソフトウェアもいりません。


主に使うのは、普段使用しているスマートフォンだけで十分です。


スマホであれば、録音、動画撮影、写真、文章、またはそれらの編集さえも全て一台で行う事が可能です。


一人で撮影を行うと、どうしてもスマホを固定するものが必要になってきますが、その場合は撮影用の三脚などが、ネットで安く買えますので、ほとんど費用はかかりません。


次に、何をコンテンツにしていけば良いのかをお話します。


例えば、あなたがスポーツ分野のサッカーが趣味であれば、リフティングが50回できるコツやドリブルでいとも簡単に相手を抜き去るテクニックなどを、動画や音声で説明します。


動画や音声では伝えきれない細かな部分などは、文章や写真などをPDFにして補足解説していきます。


文章や写真は、Wordで作成すると、PDFデータに書き出しができます。


動画や音声もYouTubeなどにアップロードし、URLリンクをPDFに記載しておけばよいでしょう。


（音声がYouTubeにアップロードできない場合、tunestotubeというサイトでファイル変換してみてください）


もちろん、あなたはYouTuberになるわけではないので、動画や音声は限定公開にしておいて大丈夫です。


他にも、音楽が趣味だとしたら、ギターの弾き方の練習法や、カラオケでうまく歌える声の出し方などをわかり易く説明してあげる事で、喜ばれるコンテンツとなります。


読書が趣味だったとしたら、あなたがこれまで読んできた本の書評やまとめ記事、あなた独自の視点で本の解説をした音声やPDFなどもコンテンツにする事ができます。


こういったものを動画、音声、文章にする事で十分に価値を出す事は可能です。


趣味の中で、あなた自身が見出したノウハウやちょっとしたコツはもちろんですが、忙しい方の為に、あなたが本や映画の内容を代わりにまとめた記事などでも大丈夫です。


ノウハウだからと言って、あなたしか知らない特別なコンテンツを無理に用意する必要はありません。


世の中にあるコンテンツを、あなた独自の目線で解説したり、誰よりもわかり易く丁寧に伝える事の方が大事です。


まずはスマートフォンを用意して音声、動画、写真、文章を使ったコンテンツを作ってみてください。


それが、今後あなたの商品となります。


    
        無料で商品を提供するフリー戦略とは？


先ほどの解説で、オンラインコンテンツの作成が容易にできる事がわかったと思います。


さて、次はその商品をどうするかです。


ここで気をつけて頂きたいのは、作った商品をいきなり売ろうとしない事です。


これが重要なポイントの一つです。


だいたいの人は、自分の商品ができたら、すぐに販売しようとします。


今だと、ネット上で簡単に売り買いできるサイトなどもあるので、気持ちがはやるのもわかります。


ですが、ここで商品を売ったところで、たいした利益にはなりませんし、たとえ商品が売れたとしても、次にリピートしてくれる確率はもの凄く低くなります。


ですから、最初に作った商品はいきなり売るのではなく、お客さんに全て無料であげてください。


そして無料で商品をあげる代わりに、お客さんからメールアドレスを頂くのです。


ここで、なぜお客さんからメールアドレスを頂く必要があるのかを説明します。


先ほど作った商品をいきなり売ってしまうと、一旦売り上げはあがりますが、その後も同じ様に売れ続けるかどうかはわかりません。


あなたの商品を買ってくれたお客さんは、今後もあなたの商品を買ってくれる可能性が高いお客さんです。


そのお客さんへの連絡手段がないという事は、二度と出会う事がなくなってしまうかもしれないという事です。


ですから、それを避ける為にお客さんのメールアドレスの入手が必須となってきます。


メールアドレスさえ手に入れば、お客さんへはこちらの都合でいくらでもアプローチする事が可能なのです。


「じゃあ、商品を売って尚且つメールアドレスも頂けばいいのでは？」と思われてしまうかもしれませんが、それでも、やはり最初は無料で商品をあげてしまう方が良いでしょう。


これは、企業などもよく使う「フリー戦略」という手法です。


化粧品や健康食品などを最初は無料で配って、引き続き使いたい場合は、定期購入などに移行していくのと同じやり方です。


この戦略のメリットは、「無料なら一回試してみようかな？」という“見込み客”を容易に集める事ができるからです。


その商品に興味を持ってくれた見込み客を、一人でも多く集められる事さえできれば、後々アプローチできるお客さんが増える事になるのです。


    
        見込み客を集める準備


先ほどの解説で、メールアドレスを入手する事がとても重要だという事が理解できたと思います。


商品を作った後の次のステップとして、商品を無料で配りながらメールアドレスを取っていく段階に入ります。


次のステップでも解説をしていきますが、メールアドレス取得にはメルマガの登録フォームを用意する必要があります。


お客さんは、あなたの商品に興味を持ったとき、その登録フォームにメールアドレスを入力して商品を手にいれる事になります。


商品の引き渡し方法は、登録フォームを入力した時に送られる自動返信メールを使いますが、その時、お客さんには自動返信メールの中で商品をダウンロードしてもらうためのリンクを記載しておきます。


ダウンロードリンクを作成するには、商品をレンタルサーバーなどにアップロードしておく事が必要ですが、特に自前のサーバーを用意しなくてもDropboxなど無料で使えるクラウドサービスにアップロードしておいて、共有リンクを使ってダウンロードさせてもよいでしょう。


ちなみにDropboxというクラウドサービスは、スマホアプリにも有りますので、アプリストアで検索をしてダウンロードしておきましょう。


次に、登録フォームへ誘導する為のウェブサイトを用意します。


最初のうちは無料ブログなどを使って、簡単にメルマガ登録ページなどを作ってもOKです。


メルマガ登録ページは必ず、ブログ内の目立つ場所にしておきます。


興味を持ったユーザーが、メルマガ登録ページにアクセスし易いようにしておく為です。


そして、ブログ記事を書いていくのですが、その前にあなたのプロフィールだけは必ず作成しておいてください。


プロフィールはブログにとってはかなり重要な要素になります。


ここで手を抜いてしまうと、せっかく興味を持ってくれたユーザーを逃してしまう事になります。


プロフィールに有効な３つのテクニックをお伝えしますので、在り来りな文章にならない様、じっくり時間をかけて作成していってください。


1）　興味を引くキャッチコピー


ブログ自体にもキャッチコピー（タイトル）を作る必要がありますが、

プロフィールにもキャッチコピーを入れた方が効果的です。


まずは少しでもブログへアクセスしてきた方に興味を持ってもらわなくてはいけません。

あなたの事を、実は凄い人なのでは？と思わせてしまう様な目を引くキャッチコピーを考えてみてください。


例えば、ゴルフの飛距離を伸ばすオンラインコンテンツを作成するのであれば、


「全くのゴルフ初心者を1か月の指導だけで、200ヤードまで飛ばせることに成功した、カリスマゴルフコーチ」


というように、より具体的でどのような実績があるのかを見せていけるようにしていくと、ゴルフ好きの方に注目してもらいやすいです。


2）　インパクトのある画像


プロフィールにあなた自身の顔写真を載せる事はかなり有効ですが、

どうしてもできない場合は、顔写真を載せなくても大丈夫です。


その場合は、やはり目を引く画像や写真を載せてみてください。

ただし、趣味のカテゴリーによっては、必要以上にインパクトを出すと逆効果になってしまう場合もあるので、

その場合はイラスト写真とかを使ってもよいでしょう。


イラストなどは、ネット上にフリー画像などありますので、そこからDLしてくることもできますし、無料で自分が指定したアイコンを作成するソフトもあります。


ブログサービスによっては、その機能がついているものもありますので、活用していきましょう。


3）　オリジナルの動画や音声


プロフィール部分にも動画や音声を載せておいた方がより良い印象を持ってもらえる可能性が高くなります。


あなたが普段どんな事をしている人で、どうしてその趣味にハマっていったのかを伝えてみてください。


無料ブログであれば、ブログ内のコミュニティやコメントをする事で、比較的容易にアクセスを集める事も可能です。


    
        あなたのファンをつくりあげる


無料ブログなどを使って商品を無料で配る事に成功し、メールアドレスを取得することができたら、今度は定期的にメールを送らなければなりません。


その理由は、お客さんにあなたの事を忘れないでいてもらうのと同時に、少しずつあなたのファンになってもらう為です。


お客さんは商品をタダで手に入れる事ができた時は、とても満足したかもしれませんが、数日経てばすっかりその事は忘れてしまいます。


下手をすれば、誰から買ったかさえも覚えてはいないです。


そうなってしまう前に、やはり定期的にメールを送る事が必須になってきます。


ただ、このメール送信を一人ひとりに手動で送る事は大変な作業になってしまいますので、そこはメール配信スタンドというサービスを使います。


メール配信スタンドはネットで検索してくると色々と出てくるので、機能や予算で比較すればよいです。


大体の値段は、安いもので月額3000円程度です。


ただし、必ずステップメールという機能がある配信スタンドにしなくてはいけません。


ステップメールというのは、予め決められたメール内容を、メール登録順にシステムが自動で送るという機能です。


つまり、メール登録をされた日にちがお客さんごとに違っていたとしても、配信スタンドに設定してあるメール内容が、登録日から順番に送られていくので、お客さんを徐々にファン化させる事が可能になります。


しかも、このステップメールに一旦メール文章をセットしておけば、あとはシステムが自動でお客さんにメールを送り続けていくので、自動的にあなたのファンを作りあげる事が可能です。


こうして、あなたの商品を受け取ったお客さんに自動でメールを送り続け、ファンにさせていく事で、次にあなたが商品を売り出した時に商品を購入してくれる確率がぐっと高くなります。


ステップメールで送る配信内容は以下を参考にしてみてください。


ここでは、具体例として、ゴルフのオンラインコンテンツを販売することを想定してみます。


1通目　　あなたの自己紹介と、このメルマガを読むことで読者が得られることについて


例）自分のゴルフ歴や、ゴルフにかける情熱。このメルマガでは、私が培ってきたゴルフに関するテクニックと練習方法について解説していくという趣旨の内容。


このメルマガを読むことであなたは、スコアが１００を切ることも可能です。


2通目～5通目　　読者にとって有益な情報やあなたの体験談など


例）


・ゴルフのスイングでよくある間違いや、必ずチェックしなければならない、5つのこと。


・先日友人と一緒にゴルフに行ったとき、友人が間違ったスイングをしていたので、あることを指摘したら、飛距離が50ヤードも伸びた。

・私が犯してしまった３つの過ち。ここを修正するのに5年もかかった。しかし、あなたには5年もの遠回りをさせたくはないので、メルマガ読者限定で教えます。


6通目　　フロントエンド商品の販売告知


例）これまでたくさんのゴルフ上達法をお伝えしてきましたが、もっとうまくなって友人に差をつけたくはありませんか？今回のメールで、私が作った「究極ゴルフ上達術」についての概要をお伝えします。


7通目　　フロントエンド商品販売


例）先日お伝えした、「究極ゴルフ上達術」を販売開始いたします。

この商品を観て実際に実践することで、あなたのゴルフスキルが一気に上達します。


    
        メルマガであなたの商品を販売していこう


ここまでは、集めてきたお客さんをあなたのファンにさせる作業でした。


あなたの手元には一円も集まってはいませんが、これまでの作業がここでやっと実を結びます。


あなたのファンになったお客さんにフロントエンド商品を販売していきます。


フロントエンド商品については、後程詳しく説明いたしますが、ここでは、最初に販売する商品と思ってください。


よくメルマガで情報発信をされている方が間違いを犯すこととして、お客さんを集めて、その後すぐに販売をするということです。


これはあなたの信頼を失わせ、メルマガ解除の原因にもつながりますので、しっかりとした信頼関係を保っていきましょう。


メルマガに登録してくれた時点では、まだ見込み客で、まだ購入を考えていない方が多いです。


ですが、この見込み客にしっかりと価値ある情報を提供することで、あなたのファンになりますし、見込み客から、今すぐほしい！という「今すぐ客」に変わっていきます。


種を植え、水や肥料を与え、実がなるまで、しっかり育てていきましょう。


では次に販売する具体的な方法を解説していきたいと思います。


販売方法は３つあります。


個別メールで販売

電話やスカイプ通話、line通話などで販売

販売ページから商品を売る


以上３つの方法があります。


では一つずつ解説していきたいと思います。


１）　個別メールで販売


こちらの販売方法は、フロントエンドの商品に関して興味のある方にメールで返信をしてもらい、相手へ決済リンクを送るというとてもシンプルな方法です。


この方法のメリットは、気軽に販売しやすいという点です。


デメリットとしては、成約率が低い傾向にあるということです。


２）　電話やスカイプ通話、line通話などで販売


次に、電話やインターネット通話での販売方法について解説していきたいと思います。


通話での販売は、「電話相談・スカイプ相談」というような形で、購入を迷っている方に対して行います。


購入を強く決意されている方へは、そのままメールで決済リンクを送っても購入されますが、ここでは商品がお客さんの求めているものなのか？信用がおける商品なのか？という不安を解消させることが狙いです。


ここで注意しなくてはいけないのが、押し売りはしないということです。


人は売り込まれることを嫌います。ですので、売り込まれた時点で、あなたへの信用を失い、メルマガ解除される可能性が出てきます。


ここで大事なのは、お客さんの質問や不安をしっかりと聞いてあげる。そしてそれに対しての回答をするということです。誠意のある対応がとても大事です。


ここでもし購入に至らなくても、次回のオファーで購入してくれる可能性は高いので、一人ひとりを大事にしていきましょう。


通話で販売するメリットは、成約率が高いということです。


直接話をするというのは、メルマガ読者からしたらとても価値の高いものです。


それはなぜかと言いますと、あなたはメルマガ読者からしたら有名人で、ある意味スターなのです。


想像してみてください。


もしあなたが大好きなミュージシャンと３０分電話をすることができたらあなたはどのような感情を抱きますか？


ほとんどの方は、そのミュージシャンをより一層好きになるかと思います。


ですので、１回の通話は、しっかりとファンにさせたメルマガ読者にはかなり価値があるのです。


しかし、デメリットもあります。


それは、通話を希望する方がメールよりも少ないということです。


メールでのやりとりは、人と接することなく行える、ストレスフリーなコミュニケーションツールです。


ですが、実際に話をするということは、メルマガ読者はメールと違って緊張をします。


そうなると、希望者が必然的に少なくなってくるのです。


しかし、こういったデメリットもありますが、通話によって、その方をより濃いファンにさせていく方がメリットとしては大きいので、やる価値は十分にあります。


３）　販売ページから商品を売る


では最後に、販売ページから商品を売る方法についてお伝えしていきます。


ここでは具体的な商品の説明をおこない、そのページ内に購入リンクを設置して、購入していただく手法です。


もし、販売ページを作るのが大変だと感じたら、Wordなどで商品説明と購入リンクを貼り、それをPDFにした簡易版の販売ページでも大丈夫です。


この方法のメリットは、購入者がストレスなく購入できるという点です。


やはりメールでのやりとりなので、人と接するのには抵抗がある方の割合が多数を占めます。


ですので、実際にやりとりをしなくても済むのは購入者にはストレスがありません。


もう一つのメリットとしては、自動化が可能という点です。


一度販売ページを設置しておけば、あとはあなたがメール送信をしなくても、勝手にステップメールで販売から成約までしてくれますので、自動的に収入が入ってきます。


では、次にデメリットについてお伝えしていきます。


こちらの方法は、購入者はストレスを感じませんが、あなたとの接触がないので、購入率が格段に下がってしまいます。


あなたと通話やメールでのやりとりをしていたのであれば、その間のやり取りで、「情」が生まれ、いい意味でのストレスが加わり購入に結びつきますが、この場合は接触が全くないため、「情」がありません。


ですので、いい意味でのストレスがかからないため、購入を見送るケースがあります。


以上３つの方法をご紹介いたしましたが、どれか一つを選ばなくてはいけないというわけではなく、組み合わせて行うことで、購入率を上げていくことができます。


例えば、最初に「電話相談会」を設けて実際にメルマガ読者の不安を聴いてアドバイスをしていく。


その後、販売日を設けて販売ページへ誘導していく。


このようにすることで成約率をあげ、利益の最大化を図ることができます。


メール相談ももちろん含めて、通話に抵抗がある方へのアドバイスとしても活用していくことが可能です。


販売の方法はたくさんありますので、あなたにとって負担のない方法を試していきましょう。


    
        【第3章】収入をさらに加速化させる販売戦術


フロントエンド商品とバックエンド商品とは？


ここでは、フロントエンドとバックエンドについて解説していきたいと思います。


これはマーケティング用語ですが、難しく考える必要はありません。


フロントエンドとは、初めに売る商品のことです。


そしてバックエンドとは、その後に売る商品のことです。


さらに具体的に説明していきたいと思います。


フロントエンドとは、たくさんの見込み客を新規顧客にするための低価格な商品を指します。


バックエンドとは、フロントエンド商品を購入していただいたお客さんに対して提案をする高単価な商品です。


なぜこのように分けているのかといいますと、販売する目的が各々違うからです。


フロントエンド商品は、利益を度外視してでもたくさんの方に購入していただくことを目的としています。


次にバックエンド商品の目的は、利益を作る商品です。


一度あなたから購入経験のある新規顧客は、あなたから購入することへの抵抗が少なくなっています。


しかも、フロントエンド商品で、価格以上の価値を感じてもらえているのであれば、バックエンド商品の購入率はとても高いものになります。


こんな低価格でこれだけの商品を得ることができたのだから、バックエンド商品は、物凄い商品だと期待を持つことでしょう。


ですので、フロントエンド商品では、出し惜しみをせず、圧倒的な価値を与えていきましょう。


    
        バックエンドで販売する商品の特徴について


では次にバックエンドで販売する商品について解説していきます。


フロントエンド商品では、出し惜しみをせず、圧倒的な商品を提供することをお伝えしました。


ですので、もう提供する情報はない、と思うかもしれません。


しかし、バックエンドで販売する商品は情報ではありません。


ここで販売するのは、「体験」です。


今の世の中、情報は無料で手に入れることができます。


インターネットを探せばほとんどの情報は手に入れることが可能です。


しかし、体験はなかなか手に入りません。


ここで言う体験とは、インターネット上でのやり取りだけを指すのではなく、リアルでの交流やイベント企画、オフ会など、コミュニケーションを生む場の提供も含めます。


こういった体験価値は、オンラインコンテンツに含まれている情報よりも高い価値を感じてもらえ、尚且つ、さらにあなたの濃いファンへとなっていく可能性が十分にあります。


    
        アドバイザーとしてさらに収入を得ていく


では具体的にはどのようにして体験を販売していくのかお伝えしていきます。


販売した商品の内容をあなたがしっかりとサポートしていくことで、お客さんは価値を感じてくれます。


例えば、スカイプや、電話で相談を受けたり、メールなどで相談をうけたり、スカイプやチャットワークなどを使ってチャットで相談を受けていくという内容です。


他には、実際に参加者同士で集まってみんなでワークショップを行ったり、実際にアドバイスをしていきます。


例えば、ゴルフのバックエンド商品であれば、実際にみんなでコースにいき、直接指導をしたりして、一緒にコースを回って楽しみます。


コースだと人数が限られてきますので、打ちっぱなしの練習場にあつまり、みんなでわいわい楽しくフォームを確認しながら、練習していきます。


その後、集まった仲間同士で食事に行ったり飲み会に行ったりして親睦を深めます。


これがまさに体験です。


同じ趣味や目的を持った仲間同士はお互い親近感を抱きますので、すぐに仲間になりやすいです。


このようにして人と人との出会いを作って、お客さんに感動的な価値を提供していきます。


さらには、仲間同士で繋がれるオンラインコミュニティを作るのもいいでしょう。


Facebookグループやスカイプチャットグループ、lineグループなどを作れば、遠くにいてもすぐにつながることが可能です。


以上がアドバイザーとして収入を得ていく方法です。


このようなサービスは半年～１年と期間を区切って再募集を行うことで、リピーター化していきます。


ですので、収入を安定させていくことが可能です。


価格帯としては、フロントエンド商品が５０００円～１万円だとしたら、バックエンド商品は１０万円～でも販売可能です。


    
        【第4章】理想の未来がすぐそこに


自動で商品が売れていくまでの道筋を作ろう


第３章までで具体的な内容をお伝えいたしましたが、いかがでしたか？


こんなに簡単に趣味でお金を稼ぐことができるのか！と感じた方、もしくは、なんだか難しそうだな～と思った方、それぞれだと思います。


しかし、もしあなたがメルマガなどのインターネットを使うことをせずに副収入を得ようとするのであれば、かなりの初期費用がかかることでしょう。


商品を作成するにしても、商品作成のコストがかかってしまいますし、集客においても莫大な広告費を投入していかなければいけません。


それこそ数百万円の初期費用がかかり、それがペイできる保証はどこにもありません。


しかし、インターネットの世界では、無料ブログを作ることであれば、もちろん無料。


メルマガスタンドに契約するのであれば、月額３０００円程度。


このように、１万円以下で始めることができて、軌道に乗ればすぐにペイできてしまいます。


もし仮に辞めたいと思っても、在庫などが残らないため、損失はほぼ０円。


インターネットを使わないのであれば、損失は数百万円と赤字です。


もし借金していたのであればと思うと考えるだけでゾッとします。


いかに、メルマガを使って販売していくことのリスクがないのかご理解いただけたかと思います。


では、今までのおさらいをしていきましょう。


自分の商品を作る（オンラインコンテンツ）

フリー戦略で商品をあげる代わりに、メールアドレスを教えてもらう。

メルマガで読者に有益な情報を与えてファンにしていく

ファンにした読者にフロントエンド商品を販売する

フロントエンド商品購入者にバックエンド商品を販売する


この５つのステップを自動化させていけば、そこまで労動をする事なく、収入を得ていくことが可能になります。


    
        毎月収入を得られる仕組みを手に入れる


これまでお話した中の、フロントエンド商品の販売だけでも、十分に利益を出していく事は可能です。


もし、毎月安定して自動収入を得ていけば、あなたの生活はどのように変わっていくでしょうか？


毎月５万円～１０万円の収入が得られるとしたら、生活は大きく変わります。


あなたが毎日パートで働いている主婦だとしましょう。


時給1,000円で毎日5時間働いて、1日5,000円です。


これを週5日行えば、1週間に2万5千円。月になおすと、ちょうど１０万円です。


しかし、これまで説明した仕組みで、月１０万円を稼げているとしたら、あなたはパートで働く必要がなくなり、その分の時間を趣味などに充てることができます。


保育園にお子さんを預けているのだとしたら、お子さんとの時間をもっと持つことができます。


あなたが会社で働くサラリーマンだとしたら、毎月５万円～１０万円のおこずかいが増えるわけですので、自分の大好きなことにお金を使うことができます。


外食も毎週家族と一緒に行くことができます。


たかが、月５万円～１０万円といっても、年間にすれば６０万～１２０万円が入ってくるので、あなたの生活レベルが上がることは間違いないでしょう。


    
        脱サラも夢ではない


ここまでは、フロントエンド商品を自動化させた場合のお話をしました。


さらにバックエンド商品まで販売すれば、あなたの人生は大きく変わります。


バックエンド商品は１件あたり、１０万円～と高単価なもので、しかもコストがほとんどゼロなので、売り上げがそのまま利益になります。


１件１０万円だとしたら、１０人購入してくれるだけでも１００万円です。


月に５人購入してくれたとしたら、年収で６００万円。


それに加えて、フロントエンド商品の利益も含めると、かなりの金額があなたに入ることになります。


あなたの年収がもし３００万円だとしたら、サラリーマンをしなくても、余裕で生活していけるだけの収入を得ることができます。


そして、家族と毎年ハワイなどに行くのだって夢物語ではありません。


さらに素晴らしいことは、あなたの周りにはあなたの好きなことをしている人しか集まりませんので、仕事をしているという感覚ではなく、好きなことを教えているという環境で生きていくことができます。


これこそがあなたにしかできないライフワークになることでしょう。


このようにメルマガを利用してあなたの趣味を副業にして稼いでいくという方法をお伝えしてきました。


この方法で副業されている方はもちろん、本業にされている方は日本の中でもたくさんいます。


しかし、普通に生活をしているだけではなかなか見つけることができないのが現状です。


ですが、あなたは私のこの本を手に取って、最後まで読んでくださいました。


もうこれでやり方はわかったのですから、あとは行動するだけです。


一緒にインターネットで人生を大きく変えていきましょう！


    
        あとがき


今はインターネットが色々な場面で使用され、生活になくてはならないものになりました。


スティーブ・ジョブズがiPhoneを発表したとき、「これは携帯電話の革命だ！」といいましたが、それ以上の世界を彼はiPhoneを通して作ってくれました。


それ以降、各社こぞってスマホを発売し、日進月歩で性能が格段にあがってきています。


スマホには実にたくさんの機能がついていますし、これからも色んなアプリが開発されて更なる革新が広がることでしょう。


また、このスマートフォンという端末一台で、インターネットのほとんどが完結できる時代が来ました。


スマホを使ってたくさんの人と繋がる事ができるだけで無く、写真や動画を気軽に撮り、SNSでその喜びや感動を共有しあえる世の中になりました。


SNSの発展で今まで出会うことのなかった自分と同じ趣味の人たちとも、より身近な関係を築くことが可能になっています。


私の場合はインターネットが趣味で、インターネットを通じてたくさんの人たちに出会い、一緒に喜びを分かち合うことができました。


そして、それが今私の財産になっていると感じています。


今回、自分の趣味や好きなことを仕事にしながら、たくさんの人に出会う喜びをお伝えしたいと思い、この本を執筆したのですが、本書ではまだ書ききれていない事が山ほどあります。


インターネットを使って個人が収入を得ていく方法や、自由な暮らしとそのライフスタイルの裏側など、それらは全て、私の無料メール講座にて公開をしております。


メール講座では、私が実践している、「収益を自動であげる仕組み構築」の動画と本書では書ききれなかったノウハウを無料で公開、プレゼントしております。


ぜひ一度ご覧になってください。


最後までお読みいただき、誠にありがとうございました。


    